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は
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
同
じ
デ
ザ
イ
ン
。

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
松
代
の
竹
所
に
宝
石
を
見
つ
け
ま

し
た
。
廃
屋
に
な
っ
た
か
や
ぶ
き
民
家
で

す
。
解
体
し
て
組
み
直
し
、
母
国
ド
イ
ツ

か
ら
家
具
を
入
れ
て
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

で
再
生
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
話
題
に
も

な
り
、
18
年
前
に
会
社
を
作
っ
て
古
民
家

の
再
生
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
30
数
棟
手
が
け
ま
し
た
が
、
そ
の

た
び
に
木
組
み
の
巧
み
さ
、
確
か
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
職
人
の
技
術
は
間

違
い
な
く
世
界
一
で
す
。

十
日
町
で
も
古
く
て
い
い
建
物
＝
宝

石
を
わ
ざ
わ
ざ
ト
タ
ン
で
囲
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見

せ
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
も
、
町
並
み
は

美
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

「
古
い
家
の
な
い
ま
ち
は
思
い
出
の
な

い
人
と
同
じ
で
す
」。
日
本
画
の
巨
匠
・
東

山
魁
夷
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
そ
の
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
し
、
今
の
日
本
は
ど
ん
ど

ん
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
平
均
寿

命
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
75
年
、
ア
メ
リ
カ
で

は
44
年
、
日
本
で
は
26
年
で
す
。

ど
う
し
て
皆
さ
ん
は
古
い
民
家
を
壊
し

て
味
気
な
い
画
一
的
な
家
を
作
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
日
本
の
古
い

建
築
、
伝
統
的
な
大
工
の
技
を
高
く
評
価

し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
で
は
壊

し
て
捨
て
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
確

か
に
今
風
の
家
は
機
能
的
で
便
利
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
美
し
く
は
な
い
で
す
。

す
ぐ
に
飽
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
建
築

古
い
家
は
宝
石
と
同
じ

森
本

十
日
町
市
の
市
街
地
に
も
古
い

家
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
隣
に
は
高

床
の
３
階
建
て
の
住
宅
が
あ
っ
た
り
し
て

な
か
な
か
景
観
的
に
そ
ろ
わ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ル
さ
ん
と
吉
川
さ
ん

か
ら
は
、
十
日
町
の
町
屋
を
何
軒
か
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
内
部
を
絶
賛
し
て
い
ま

し
た
が
、

外
観
を
含

め
て
魅
力

的
に
す
る

に
は
ど
う

し
た
ら
い

い
で
し
ょ

う
か
。

カ
ー
ル

私
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち

放
し
は
好
き
で
は
な
く
、
必
ず
グ
リ
石
を

張
り
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
な
け
れ
ば
、
２
階
と
は
違
う
材
質

で
覆
う
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
十
日

町
は
き
も
の
の
ま
ち
と
言
い
ま
す
が
、
ま

ち
を
歩
い
て
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
き
も

の
・
染
物
文
化
を
見
せ
る
仕
組
み
が
あ
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
古
い

織
物
会
社
の
建
物
は
と
て
も
価
値
が
高
い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
ま
ち
づ
く

も
の
は
な
い
」
と
い
う
結
論
で
し
た
。
落

胆
し
て
い
る
と
き
、
遠
来
の
お
客
さ
ん
を

た
ま
た
ま
茶
の
間
に
通
し
た
ら
、
い
ろ
り

や
仏
壇
、
床
の
間
に
と
て
も
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
古
い
町
屋
そ
の
も
の
が
資
源
だ

っ
た
の
で
す
。「
こ
れ
だ
！
」
と
直
感
し
て

取
り
組
ん
だ
の
が
平
成
12
年
の
「
町
屋
の

人
形
さ
ま
巡
り
」
で
す
。
こ
れ
が
大
成
功
、

ふ
だ
ん
の
10
倍
以
上
の
お
客
さ
ん
が
ま
ち

を
練
り
歩
き
、
経
済
効
果
も
絶
大
で
し
た
。

秋
の
「
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
」
と
と
も
に
、

村
上
の
顔
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
黒
塀
通
り
を
市
民
活
動
で
復

活
し
、
平
成
16
年
か
ら
は
、
町
屋
の
外
観

を
再
生
す
る
「
む
ら
か
み
町
屋
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
９
件
の
再
生
が
完
了
し
、
大
反
対
し

た
人
た
ち
も
協
力
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

り
を
進
め
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ア
ー
ケ

ー
ド
も
、
今
の
形
や
色
で
い
い
の
か
考
え

て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
少
し
入
っ

た
小
路
も
魅
力
的
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ひ
と
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
始
め
る
べ
き

で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
本
物
」
で
す
。

吉
川

町
屋
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
い

き
な
り
み
ん
な
が
飛
び
つ
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は
、
こ
こ
だ
と
い
う

と
こ
ろ
に
お
願
い
に
行
き
ま
し
た
。
ア
ー

ケ
ー
ド
を
取
り
払
っ
て
商
店
を
昔
ど
お
り

の
姿
に
し
た
ら
、
お
客
さ
ん
が
倍
増
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
「
う
ち
も
う
ち
も
」
と

な
っ
た
の
で
す
。
最
初
に
成
功
例
を
作
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
雪
国

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
。
簡
単
に
取
り
外

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
木

を
張
り
付
け
る
な
ど
和
の
雰
囲
気
作
り
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
自
分
だ
け
伸
び
よ
う
」
と
し
て
は
ダ
メ
。

い
ろ
ん
な
人
が
つ
な
が
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
店
な
ど
を
集
め

た
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
一
番
大
事
な
の
は
「
信
念
と
実
行
」

で
す
。
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
人

か
ら
し
か
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

古
民
家
再
生
は
地
域
の
宝

カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
＆
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
㈲
代
表
取
締
役

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー

カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
氏

城
下
町
村
上
は
、
町
屋
、
武
家
屋
敷
、

商
人
町
、
寺
町
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ど

れ
も
中
途
半
端
な
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に

道
路
拡
幅
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
ま
ち
は

わ
き
返
り
ま
し
た
。
で
も
、「
道
路
拡
幅
で

ま
ち
が
活
性
化
し
た
例
は
な
い
」
と
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
先
輩
か
ら
さ
と
さ
れ
、
一

晩
悩
ん
だ
末
、
別
な
方
法
で
活
性
化
に
取

り
組
も
う
と
決
心
し
、
行
動
を
始
め
ま
し

た
。
当
然
、
猛
烈
な
反
発
が
あ
り
、
強
い

圧
力
も
受
け
ま
し
た
。

で
も
、
「
単
に
事
業
に
反
対
す
る
の
で

は
な
く
、
古
い
も
の
を
生
か
し
て
ま
ち
を

元
気
に
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
、
ま

ち
歩
き
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は

さ
ん
た
ん
た
る
も
の
で
、「
ど
こ
に
も
い
い

「
古
い
」
を
活
か
し
た
町
お
こ
し

対
談
　
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
氏

＊

吉
川
真
嗣
氏

司
会
　
森
本
忠
彦
氏

対 談

「町屋再生プロジェクト」で
生まれ変わった和菓子店

カール・ベンクスさんによって
再生された民家

３月５日D、クロス10で第３回TSUMARIフォーラム公開講座「"古い"を活か

して町おこし」（TSUMARIフォーラム・十日町地域振興局主催）が開催され、

市民など約150人が参加しました。

講師は、市内竹所に建築デザイン事務所を構え古民家再生に取り組むカー

ル・ベンクス氏と、村上市で古い町屋の価値を再発見する催しを次々に成功さ

せ、古い町並みを生かすまちづくり活動を進めている吉川真嗣氏。２人の講演

と、同フォーラムメンバーで十日町タイムス主幹の森本忠彦氏司会による対談

の主な内容を紹介します。

町
屋
の
活
用
と
再
生
の
取
組
み

国
土
交
通
省
認
定
観
光
カ
リ
ス
マ

吉き
っ

川か
わ

真し
ん

嗣じ

氏

七
七七

旅
の
人
が
教
え
て
く
れ
た
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序
盤
の
難
所
「
堀
り
越
え
」。
多
く
の
戦

士
が
コ
ー
ス
の
厳
し
さ
を
思
い
知
る

雪
を
け
り
、
松
代
城
め
が
け
て

戦
士
３
４
８
人
の
一
斉
ス
タ
ー
ト

激戦を勝ち抜き第21代城主に
就いた望月さん。「雪道の大
変さを実感しました」と感

想を語っていました

雪原カーニバル
なかさと2008
雪原カーニバル
なかさと2008

淡いキャンドルの明かりとは対象的な成る鼓会の和太鼓が雪原に鳴り響く

プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
よ
る
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ

十日町市出身のポップシンガー高野千恵さんも元気に福まき

ド
リ
ー
ム
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
「
夢
の
架

け
橋
」
に
は
、
地
域
の
小
学
生
や
来
場
者
が

思
い
思
い
の
願
い
を
書
き
込
み
ま
し
た

戦
士
を
先
導
す
る

十
日
町
雪
ま
つ
り
マ
ス
コ
ッ
ト

ネ
ー
ジ
ュ
く
ん
。
冬
の
陣
で
も
子

ど
も
た
ち
の
人
気
者

震
災
復
興
祈
念�

第
二
十
一
回�

越
後
ま
つ
だ
い�

松
苧
太
鼓
と
雪
上
花
火
が
10
基
の
み
こ
し
を
か
き
立
て
る
「
雪
上
み

こ
し
活
き
！
生
き
！
合
戦
」。
会
場
も
さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

３月８日G、なかさと清津スキー場で「第20回雪原カ

ーニバルなかさと2008」が開催されました。雪とキャン

ドルの絶妙な演出で、県観光協会の冬の観光キャンペー

ンのポスターに起用され人気上々の雪原カーニバル。「夢

の架け橋」と題した今年の新企画ドリーム・キャンドル

ロードも好評で、訪れた9,500人にすてきな思い出をプ

レゼントしました。

　
３
月
８
日
G
・
９
日
A
の
２
日
間
、
春
を
引
き
連
れ

て「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
が
、
松
代
総
合
体
育
館
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
場
の
食
い
倒
れ
横

町
に
は
23
の
露
店
が
軒
を
連
ね
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
多
彩

な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
今
年
も
東
京
松
代
会

や
世
田
谷
、
八
王
子
な
ど
の
交
流
団
体
も
訪
れ
て
、
２

日
間
で
約
２
５
、０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
９
日
の

雪
上
鉄
人
レ
ー
ス
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
に
は
、
市
内

外
か
ら
３
４
８
人
が
出
場
。
約
３
・
５
㎞
の
雪
路
を
駆

け
抜
け
、
い
ち
早
く
松
代
城
に
到
達
し
た
望
月
将
悟
さ

ん
（
静
岡
市
･
30
歳
）
が
新
城
主
に
就
き
ま
し
た
。

ボランテ
ィアやス

キーヤー
などが

総出でキ
ャンドル

の設置



１月24日eの地域協議会では、市建設課から都市計

画マスタープラン策定にかかる地域別構想の説明が行

われました。この構想は、地域の将来の整備計画の目

標となるもので、説明後には活発な意見交換が行われ

ました。

吉田地域の整備目標は次のとおりです。

●道路交通基盤の整備充実

●情報通信基盤の整備充実

●クロスカントリースキーコースや自然、歴史文化を

活用した交流空間づくり

●集落の生活基盤の整備充実

２月２日g～６日dの間、吉田クロスカントリー競

技場を会場に、インターハイクロスカントリースキー

競技が開催されました。当市でのインターハイ開催は

初めてでしたが、来年の冬季国体クロスカントリース

キー競技もこの地で開催されることから、今大会の成

果を来年につなげようと、吉田地区振興会、社会福祉

会、商工振興会、小泉国体部会などが中心になり歓迎

事業に取り組みました。なかでもトン汁のサービスは

大好評だったほか、十日町名物「ちんころ」も良い思

い出になると喜ばれました。

地の利を生かし

た競技場を、地域

の宝としていかに

継続して活用し、

まちづくりに結び

付けていくかが今

後の課題となりま

す。

吉田地区振興会では、地域の課題を総合的に把握し、

将来の施策の指針を策定するためアンケート調査を実

施することになりました。アンケート調査は、地域の

基本構想策定の重要な資料となるので、具体的な内容

を検討するための作成委員会を12月26日dに設置し

ました。委員は11集落から選出し、委員長に金子淳一

さんを選出。事務局を加えた12人で作業を進めていま

す。
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■問合せ　総合政策課自治振興係（1757-3193） 十日町地域の各公民館　各支所地域振興課自治振興係

水沢地区振興会は、水沢村が旧十日町市と合併（昭

和37年７月１日）したときに発足しました。産業、教

育、文化、福祉などの振興や環境整備などを主な事業

目的とし、地域に密着した団体として活動しています。

具体的なものとして、国県道の改良促進や当間高原リ

ゾートの推進、商工業の振興、交通安全、伝統芸能の

保存や地域づくりなどがあります。

今年度設置された地域協議会は、まちづくりの中核

組織として、地域の特性を生かしたまちづくりの将来

設計や公共的課題を審議する組織です。また、市が総

合計画など重要事項の決定や変更をする場合、協議会

に諮問・答申するための付属機関として位置付けられ

ています。

このように、今まで地区振興会が担ってきたさまざ

まな事業と地域協議会の役割がいっしょになり、表裏

一体の活動を行っています。

１月22日cには、第４回地域協議会が開催され、「地

域協議会と振興会の委員重複による複雑な委員構成の

解消」が提案され、了承されました。これにより、今

後は振興会常任委員と協議会委員による合同会議とし

て、運営することになりました。

●「まちづくり活動費助成事業」の審査採択

●「まち・むらトーク」の開催

●「まちづくり講演会」への参加

●「まちづくり出前講座」の開催

「まち・むらトーク」では、市からの答弁を聞くだ

けでなく、フリートークを主体にした構成にしてはど

うかという意見があり、来年度に向け今後検討するこ

とになりました。

◆◆◆地区振興会との一体的な活動◆◆◆ ◆◆◆第５回吉田地域協議会開催◆◆◆

◆◆◆第57回全国高等学校スキー大会の歓迎事業◆◆◆

◆◆◆アンケート調査を実施します◆◆◆

吉田地域協議会水沢地域協議会

12

◆◆◆19年度の水沢地域協議会の主な事業◆◆◆

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

全
長
９
６
４
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ン
グ
リ
フ
ト
。
緩
・
急
傾
斜
あ
る
ゲ
レ

ン
デ
は
、
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
存
分
に
楽
し
め
ま
す

シーズンの盛況に感謝の気持
ちを込め、さまざまな催しで
来場者をもてなしました

子どもた
ちに人気

のキャラ
クターも

もちつき
のお手伝

い

３
月
16
日
A
、
良
質
で
豊
富
な
雪
が
ゲ
レ
ン
デ
を
覆
う
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

で
「
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
か
ら
高
速
ロ
ン
グ
リ
フ
ト
が
稼
動
し
、
温
泉
と
併
せ
た
観
光
ス
キ
ー
は
松

之
山
温
泉
な
ら
で
は
の
売
り
。
今
年
も
多
く
の
家
族
連
れ
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
か

ら
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の
日
も
、
大
手
ス
キ
ー
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
が
開
催
さ
れ
る
中
、
ス
キ
ー
場
の
ふ
も
と
で
は
露
店
の
出
店
や

雪
上
綱
引
き
、
福
ま
き
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来
場
し
た
約
１
、

０
０
０
人
が
春
ス
キ
ー
と
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

全員参加の福まき

まちづくり活動費助成事業「当間山遊歩道の階段づくり」
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コース 学　　習　　の　　内　　容 募集人数／定員

20／20人

学習日時（１回２時間） 年間学習回数 参加費

ヨ　ガ

社交ダンス

料　　理
①・②

合　唱

俳　句

写　真

工　芸

手　芸

園　芸

生け花

パソコン
入　門

パソコン
初　級

全体学習

高学会活動

無理してやらない優しいヨガ、「ハタヨガ」です。気持ちをリラックスさせ、
健康な心身を作ります。

軽快なリズムにのって、楽しく社交ダンスの基礎を学びます。初めての
人もどうぞ。

おいしくて健康に良い料理を学びます。
※①か②を選んでください。内容は同じです。

童謡や流行歌などを楽しく歌う「明石合唱団」です。

五七五の文字をとおして情感や自然を表現します。

撮影の技術を学び、自然や行催事、毎日の生活を写します。
（撮影会は午前～）

おしゃれな飾り物や、本物そっくりな草花などを作ります。

暮しに役立つ実用品、手編みの基礎などを学びます。

季節ごとの植物や観葉植物の育て方や、花木のせん定の仕方などを学びま
す。

草月流生け花の花型法をきっちりと学びます。

パソコン経験のない人が対象です。４月～８月は公民館にあるパソコンで操作
の基礎やインターネット検索の仕方を学び、９月以降に自前のパソコンを使っ
て文書作成の基礎を学びます。※参加者が10人に達しない場合は開設しません

コンピューター操作の基礎を学びます。キーボードで文章入力が出来る人を対
象に、表や写真の挿入などによって美しく分かりやすい文書を作る方法を学び
ます。※今までにパソコン初級コース以上のコースで学んだ人は入れません

全員が集まっての学習です。講師を迎えての講演会を行います。

学級生の立場から学級の運営を円滑に進めるために「高学会」を作り、いろいろな活動を行います。全体学習や公民館まつりの計画・運営や公民
館と連携し、学習の成果を地域に還元する活動にも積極的に取り組みます。

第１・３火曜日
午前９時30分～

20回 4,000円

30／30人 第２・４金曜日
午後１時30分～

22回 3,000円

10／25人 ①第１・３金曜日
②第２・４金曜日
午前９時30分～

20回
5,000円

12／30人 5,000円

32／60人
第２・４木曜日
午後１時30分～

22回 4,000円

5／20人
第２・４火曜日
午後１時30分～

20回 6,000円

4／30人
第２・４水曜日
午後１時30分～

22回 5,000円

3／15人
第１・３木曜日
午後１時30分～

21回 7,500円

5／20人
第２・４木曜日
午後１時30分～

20回 6,000円

30／30人
第２・４金曜日
午後１時30分～

20回 3,500円

5／20人
第１・３金曜日
午後１時30分～

20回 7,000円

15／15人
①第１・３木曜日
②第２・４水曜日
午前９時30分～

21回
7,300円～
11,000円

4／20人
第１・３水曜日
午前９時30分～

年１回（予定）

22回 6,000円

明石学級学級生募集明石学級学級生募集

中央公民館では、高齢者対象の生涯学習事業「明石学級」を開級し、健康づくり・

生きがいづくりのお手伝いをしています。高齢期を残りの人生としてではなく、生涯

のうちの新たな段階と考え、心身ともに健康で生きがいのある人生を送りませんか。

申込み・問合せ

中央公民館1757-5011

●期　間 ４月～平成21年３月　　　　　●対象者 おおむね60歳以上の十日町市民（ただし、ヨガコースは65歳以上）

●参加費　下表のとおりですが、定員に達しないときは参加費が高くなることもあります。（コースにより教材費別途）

●申込み締切り ４月８日c ※間違い防止のため、原則として本人による来館以外の申し込みは受け付けません。

コース 学　　習　　の　　内　　容 募集人数／定員

6／15人

活　動　日 年間学習回数 参加費

パソコン
かがやき

パソコン初級コースです。ワードを使って文書作成の応用を
楽しく学びます。会員は高齢者が中心ですが、パソコンで簡
単な文書が作れる人であればどなたでも参加できます。

第１・３木曜日
午前９時30分～

23回 15,000円

8／32人パソコン
ひまわり会

パソコン応用コースです。イラストや写真などを挿入して文
章作成や、エクセルの使い方なども学びます。

第１・２・４火曜日
午前９時30分～

20回 8,000円

7／20人パソコン
ぱそねっと会

パソコン応用コースです。個人の技術に合わせてワード・エ
クセル、デジカメ操作などを学びます。

第２・４金曜日
午後１時30分～

20回 8,000円

7／34人ハッスル
健康体操

無理のかからない運動で脳に刺激を与え、足腰を丈夫にして
健康な心身をつくります。

第１・３水曜日
午前９時30分～

24回 5,000円

7／35人健康体操
②

無理のかからない運動で脳に刺激を与え、足腰を丈夫にして
健康な心身をつくります。

第２・４金曜日
午前９時30分～

21回 4,000円

13／30人明石書道会 基礎練習から芸術入門まで毛筆を楽しみながら学びます。
※書付けではありません

第２・４火曜日
午前９時30分～

20回 5,000円

5／20人絵手紙の会 絵手紙の描き方の基礎から勉強します。
第１・３水曜日
午後１時30分～

22回 6,000円

申 込 み

樋熊トイ子
1752-4236

根 津 清
1757-2805

池竹かつえ
1768-4554

高橋サチイ
1757-8260

宮澤由喜枝
1752-4382

春 日 正 明
1752-3050

山 崎 一 郎
1752-6486

サークル参加者を募集！サークル参加者を募集！

中央公民館の高齢者事業である｢明石学級｣の中から生まれた、中央公民館の利用団体サークルです。生きがい

づくりや仲間づくりに、参加してみませんか。（一人で複数のコースに参加できます。）

◆期　間：４月～平成21年３月　　　　　　　　　　　　　　　◆会　場：中央公民館

◆参加費：下表のとおりですが、定員に達しないときには参加費が高くなることもあります。

◆申込み：電話で申し込んでください。※中央公民館では受け付けていません。

もうすぐ春です

国民年金の手続きはお済みですか

経済的理由や天災で保険料の納付が困難な場合は、

申請免除の制度があります。免除を受けた期間は、年

金受給に必要な資格期間（25年）に含まれます。

一般に学生は所得がないため、保険料を自分で納め

ることが困難です。学生納付特例を申請することによ

って、納付が猶予されます。

この期間は年金の資格期間に含まれますが、年金額

には反映されません。10年以内に追納すると、通常

に納付したことと同じ扱いになります。

口座振替を利用すると、納める手間が省けるだけで

なく納め忘れもなくなります。

■手続き＝預貯金口座のある金融機関・郵便局の窓口

でお願いします。

■手続きに必要なもの＝年金手帳・預貯金通帳・印鑑

（通帳使用印）

国民年金には、20歳から60歳になるまでのすべて

の人が加入します。学生も加入が義務付けられていま

す。老後の老齢基礎年金はもちろん、万一の病気やケ

ガなどで障害が残った場合には、障害基礎年金が支給

される制度もあります。老後はまだ先のことと考えず

に、若いうちから備えましょう。

学生は国民年金の第１号被保険者になっていますが、

就職して厚生年金や共済組合などに加入した場合は、

第２号被保険者になるため、住所地の国民年金係への

届出が必要です。

■届出に必要なもの＝年金手帳・就職先からの健康保

険証または資格取得連絡票

国民年金保険料は、平成17年度から29年度まで毎年

少しずつ引き上げられ、20年度の保険料は月額14,410

円となります。

国民年金のスタートは20歳から

就職したら届出を

保険料免除制度の活用を

学生納付特例制度の活用を

■問合せ＝市民生活課年金係 1757－3748または各支所市民生活課

国民年金保険料額について

口座振替をご利用ください

ご存じですか？障害者地域生活支援センター

問合せ　福祉課障害福祉係　1757-3782

●在宅の障害者に対して、電話・来所・訪問などによる療育相談

●発達障害者（自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害など）に対して、新

潟市の発達障がい者支援センターと協力しながらの相談支援

●長期入院の精神障害者に対して、退院に向け地域で生活できるように指導

●そのほか、障害者福祉に関する相談支援

県の障害者地域生活支援センタ

ー「かけはし」と「みなみうおぬ

ま」では、障害のある人が地域の

中で生き生きと暮らせるよう、次

のような事業を行っています。

みなみうおぬま 1025-770-1331・025-772-3919
〒949-6609 南魚沼市八幡115-4 かけはし 1025-793-2856

〒946-0075 魚沼市吉田1142
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

４
日
c
か
ら
13
日
e
に
か
け
て
、
川
西
の

ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
で
水
中
体
操
の
体
験
教

室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
師
の
関
口
陽
子
さ
ん

（
エ
リ
ア
ド
ゥ
21
）
が
、「
60
・
70
歳
は
ま

だ
ま
だ
若
い
。
水
中
運
動
で
血
を
回
し
、

脳
を
使
い
、
足
腰
の
筋
力
の
〈
貯ち
ょ

筋き
ん

〉
と

ス
ト
レ
ス
の
解
消
を
す
れ
ば
、
元
気
で
１

０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
今
日
は
陸
の

上
で
す
が
、
プ
ー
ル
の
中
で
は
体
重
が
10

分
の
１
換
算
に
な
る
の
で
、
楽
し
く
体
を

動
か
せ
て
、
病
気
に
な
り
に
く
い
体
質
を

作
る
の
に
効
果
て
き
面
で
す
」
と
実
技
を

交
え
な
が
ら
水
中
運
動
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
プ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
水

中
体
操
の
ビ
デ
オ
を
見
た
参
加
者
の
中
に

は
、
早
速
体
験
教
室
に
申
し
込
む
人
も
い

ま
し
た
。

体
験
教
室
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
、「
水

の
中
で
の
運
動
は
と
て
も
楽
し
い
」「
体
の

調
子
が
い
つ
も
よ
り
良
く
な
っ
た
」
と
好

評
で
し
た
。

２
月
26
日
c
か
ら
３
月
６
日
e
に
か
け

て
、
介
護
予
防
講
演
会
が
堀
之
内
集
落
開

発
セ
ン
タ
ー
な
ど
４
会
場
で
開
催
さ
れ
、

延
べ
１
２
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
高
齢
者
が
明
る
く
元
気
で
自
立
し
た

毎
日
を
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
」
と
、
５

月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

水
中
体
操
教
室
」
に
向
け
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
講
演
会
に
併
せ
、
３
月

水
中
体
操
で
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
元
気

介
護
予
防
講
演
会
　
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
体
験

ス
ト
へ
21
年
連
続
の
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
３
月
30
日
a
、
江

戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
、
貝
野
小
学
は
17
校
が
出
場

す
る
小
学
生
合
奏
の
部
で
G
・
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ベ
ル
ガ
ー
作
「
ラ
テ
ン
の
祭
り
」
よ
り

４
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
児
童
22

人
は
、
大
舞
台
で
息
の
合
っ
た
演
奏
を
し

よ
う
と
、
毎
日
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
部
長
の
中
島
和
希
さ
ん
（
６
年
）
は
、

「
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て
、
指
揮
に

合
わ
せ
て
演
奏
し
た
い
」
と
部
内
を
ま
と

め
て
い
ま
し
た
。
地
域
か
ら
は
、
伝
統
と

な
っ
た
全
国
大
会
出
場
に
熱
い
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

貝
野
小
学
校
（
石
塚
彰
雄
校
長
）
は
、

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
リ
コ
ー
ダ
ー
の
県

大
会
で
見
事
金
賞
を
受
賞
し
、
今
年
で
29

回
目
と
な
る
全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ

紙コップに穴を開けてどうするの？

動
的
な
卒
業
式
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
後
、
黒
板
に
全
員
の
似
顔
絵
が
書

か
れ
た
教
室
で
涙
を
流
し
な
が
ら
最
後
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
終
え
た
卒
業
生
た
ち
は
、

先
生
や
在
校
生
た
ち
の
見
送
り
を
受
け
な

が
ら
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で
３
年
間
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
学
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
お
め
で
と
う
。

夢
に
向
か
っ
て
の
旅
立
ち

＝
　
松
代
中
学
校
卒
業
式
　
＝

のっとれ！松代城
～ もう一つの熱き戦い ～

越後まつだい冬の陣のメーンイベント「のっ

とれ！松代城」には、城主を目指す戦いのほか

に、もう一つの熱い戦いがあります。

それは、スタート直前に行われる歌舞伎者パ

フォーマンス。今年は、我こそはと名乗りを挙

げた７組10人が、自慢の衣装で楽しいパフォー

マンスを繰り広げました。大歌舞伎者（最優秀

賞）の栄誉に輝いたのは、新潟市から参加した

山岸さんと西村さん。ヤッターマンのキャラク

ターに扮した二人は、「松代城のお宝を奪いに来

た」とのことでしたが、お宝ではなく、賞品の

米10kgを見事に

持ち去っていきま

した。

３
月
５
日
d
、
松
代
中
学
校
（
藤
林
壽

一
校
長
）
で
第
29
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
、
26
人
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
藤
林
校
長
が
、「
さ
ま
ざ
ま

な
〝
つ
な
が
り
〞
を
大
切
に
し
て
、
今
後

さ
ら
に
厳
し
く
な
る
社
会
に
お
い
て
も
、

力
強
く
生
き
抜
け
る
本
物
の
知
恵
を
身
に

付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。
卒
業
生
代
表
の
関
谷
友

明
さ
ん
は
、「
今
日
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
義
務
教
育
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
で
選
ん
だ
道
を

自
分
の
力
で
歩
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
で
も
、

堂
々
と
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
希
望
に
満
ち
た
顔

で
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
卒
業
生
た
ち
が

卒
業
記
念
合
唱
を
披
露
。
澄
ん
だ

歌
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
、
感

秋
の
キ
ノ
コ
採
り
に
林
や
や
ぶ
に
入
る

と
、
黄
色
に
赤
い
色
の
交
じ
っ
た
大
き
な

ク
モ
の
巣
に
、
た
び
た

び
行
く
手
を
遮
ら
れ
苦

労
し
ま
す
。
俗
に
〝
女

郎
グ
モ
〞
と
呼
ば
れ
て

い
る
こ
の
ク
モ
の
正
式

名
は
「
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
グ

モ
」。巨
大
な
女
王
様
が

巣
の
真
ん
中
に
陣
取
っ
て
、
獲
物
が
引
っ

掛
か
る
と
強
く
巣
を
揺
す
り
、
付
着
を
強

固
に
し
て
え
じ
き
に
し
ま
す
。
彼
女
の
近

く
を
取
り
巻
く
小
さ
な
ク
モ
た
ち
が
オ
ス

で
、
精
子
の
詰
ま
っ
た
カ
プ
セ
ル
を
渡
そ

う
と
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
気
難

し
い
女
王
様
は
、
空
腹
だ
と
オ
ス
を
も
え

じ
き
に
す
る
の
で
、
命
懸
け
の
生
殖
行
動

で
す
。
写
真
の
○
で
囲
っ
た
オ
ス
は
、
一

瞬
の
す
き
を
突
い
て
成
功
し
た
よ
う
で
し

た
が
、
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
こ
の
ク
モ
の
糸
の
成
分
を

遺
伝
子
に
組
み
込
ん
だ
新
種
の

蚕
を
作
り
出
し
、
強
く
て
伸
縮

性
の
高
い
靴
下
な
ど
の
布
に
利

用
し
た
と
か
。
女
王
様
は
そ
ん

な
こ
と
に
は
お
構
い
な
し
に
、

張
り
巡
ら
せ
た
自
慢
の
糸
で
赤
ト
ン
ボ
な

ど
の
大
型
の
獲
物
を
期
待
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
根
気
の
い
る
逆
さ
ま
の
待
機
戦

術
は
楽
で
は
な
い
よ
う
で
す
ね
。

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

ナ
ガ
コ
ガ
ネ
グ
モ

ナガコガネグモ

２月27日dアフターファイブ、支所内のとある一

室をのぞいてみると、職員が地域のボランティアの

皆さんといっしょに何やら作業をしていました。紙

コップの底に穴を開けたりふちにアルミ箔をはり付

けたり…普通なら「使い物にならない」と怒られる

ところですが、これにはちゃんと理由があります。

底の穴は長いローソクを挿すため、アルミ箔は風を

避けるため。「それじゃ何に使うの」というと、ズバ

リ！雪原カーニバル名物『スノーキャンドル』にな

るのです。毎年ボランティアを募り、約15,000個

を作成しています。今年も、この手作りキャンドル

が雪原に一つひとつ点火され、炎であたり一面が幻

想的な光に包まれました。

協力してく

れた皆さん、

ありがとうご

ざいました。

来年もお待ち

してま～す！

息をそろえ全国大会へ
―貝野小学校21年連続全国大会出場 ―
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今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

大
阪
の
鴻
池
と
い
う
長
者
の
家
に

一
人
の
娘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
き

り
ょ
う
が
悪
い
の
で
嫁
の
も
ら
い

手
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
親

が
心
配
し
て
出
雲
の
神
様
か
ら
占

っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
北
の
山

の
炭
焼
き
に
縁
が
あ
る
」
と
い
う

お
告
げ
で
し
た
。
そ
こ
で
母
娘
２

人
は
、
北
方
の
山
に
炭
焼
き
を
探

し
に
出
か
け
ま
し
た
。
越
後
の
仙

田
村
の
山
に
分
け
入
る
と
、
小
さ

な
炭
焼
き
小
屋
が
あ
っ
て
一
人
の

若
者
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

母
親
は
わ
け
を
話
し
て
娘
を
嫁

に
も
ら
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ま

し
た
。
若
者
は
、「
お
ら
貧
乏
な
ん

で
、
鴻
池
の
お
嬢
さ
ん
な
ん
か
も

ら
う
わ
け
に
い
が
ね
」
と
断
り
ま

し
た
が
、「
縁
が
あ
る
の
だ
か
ら
ぜ

ひ
と
も
」
と
何
度
も
願
わ
れ
、
と

う
と
う
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。喜

ん
だ
母
親
は
、「
す
ぐ
に
祝
言

を
挙
げ
た
い
か
ら
、
里
へ
行
っ
て

酒
を
買
っ
て
き
て
」
と
言
っ
て
、

小
判
を
７
枚
若
者
に
渡
し
ま
し
た
。

若
者
は
酒
を
買
い
に
出
か
け
ま

し
た
が
、
間
も
な
く
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
酒
は
買
っ
て
き
ま
せ
ん
。

母
親
が
わ
け
を
た
ず
ね
る
と
、
若

者
は
、「
途
中
の
池
に
か
め
が
い
た

の
で
、
捕
ろ
う
思
っ
て
小
判
を
ぶ

つ
け
た
ら
、
パ
ク
っ
と
食
っ
て
し

ま
っ
た
。
お
も
し
ろ
く
て
全
部
投

げ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

母
親
が
、「
小
判
を
投
げ
る
な
ん

て
と
ん
で
も
な
い
」
と
言
う
と
若

者
は
、「
あ
っ
け
な
ん
だ
っ
け
ば
い

っ
く
ら
で
も
あ
る
」
と
言
っ
て
炭

焼
き
小
屋
の
裏
に
連
れ
て
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
び
っ
く
り
、
そ
こ

に
は
小
石
ほ
ど
の
黄
金
が
ざ
っ
く

ざ
く
、
小
山
の
よ
う
に
う
ず
高
く

積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
３
人
は
黄
金
を
俵
に
つ

め
て
大
阪
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
を

元
手
に
炭
問
屋
を
始
め
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
山
の
よ
う
に
金
が
あ
る

の
で
い
く
つ
も
炭
蔵
を
建
て
、
大

き
な
商
い
を
し
て
大
も
う
け
。
大

阪
で
も
一
、
二
を
争
う
大
金
持
ち

に
な
り
、
多
く
の
子
宝
に
も
恵
ま

れ
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
鴻
池
の
主
人
が
、

「
宝
比
べ
を
し
よ
か
」
と
持
ち
か

け
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
炭
焼

き
の
若
者
だ
っ
た
炭
問
屋
の
主
人

は
、「
と
て
も
普
通
の
お
宝
じ
ゃ
か

な
わ
ね
」
と
、
子
ど
も
を
出
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
24
人
の
子
ど
も

に
そ
ろ
い
の
着
物
を
着
せ
て
出
し

た
と
こ
ろ
、「
と
て
も
24
人
の
子
ど

も
は
作
れ
へ
ん
」
と
炭
問
屋
の
勝

ち
に
な
り
ま
し
た
。

炭
問
屋
は
屋
号
を
「
炭す
み

の
蔵く

ら

」

と
し
、
い
っ
そ
う
栄
え
ま
し
た
。

「
炭
焼
き
長
者
」

の
巻
（
仙
田
）

池
田
友
輝
さ
ん
・
庭
野
果
菜
さ
ん
・
井
沢
千
陽

さ
ん
│
│
女
子
が
と
て
も
元
気
で
お
も
し
ろ
い

ク
ラ
ス
で
す
（
笑
）
。
４
月
に
は
ク
ラ
ス
替
え

が
あ
る
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
過
ご
す
の
は

あ
と
少
し
だ
け
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
物
事
を
大

切
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
１
年
生
の
手
本
に
な
る
よ
う
な
、
優
し

く
て
尊
敬
さ
れ
る
先
輩
を
目
指
し
ま
す
。

先
生
・
葉
葺
吉
弘
先
生
│
│
男
子
よ

り
女
子
の
方
が
活
発
で
す
（
笑
）。
こ
の
１
年
間

で
、
真
剣
に
物
事
を
考
え
て
理
屈
を
持
っ
て
話

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
考
え
を

物
お
じ
せ
ず
に
表
現
で
き
る
生
徒
が
多
い
の
で
、

と
き
に
は
お
互
い
の
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
目
標
に
掲
げ
た
「
思
い

や
り
」
の
面
を
大
切
に
し
、
来
年
度
は
中
堅
学

年
と
し
て
、
良
い
伝
統
を
作
り
な
が
ら
学
校
を

支
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

中条中学校１年２組 33

人と人とのつながりを大切にしている中条中

学校では、地域の人たちとの積極的な交流や

「いじめ０
ゼロ

宣言」に取り組んでいます。

「Only１ 思いやりのある１－２」をクラス

目標に掲げる１年２組は、楽しくにぎやかに学

びつつ、相手の気持ちを考えた行動を心がけて

いる34人の仲間たちです。

磨
い
て
磨
い
て
発
信

先
月
末
か
ら
今
月
初
め
に
か
け
て

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
染
織
の

祭
典
・
十
日
町
フ
ェ
ア
」の
応
援
に
、

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
が
振
袖

姿
で
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
フ
ェ
ア
は
大

盛
況
。
売
り
上
げ
も
目
標
を
大
き
く

上
回
り
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
は
忙
し
い
日
程
を
や
り

く
り
し
て
、名
古
屋
っ
子
た
ち
に「
き

も
の
の
ま
ち
十
日
町
」
を
強
く
印
象

付
け
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
う
れ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
十
日
町
市
の
印

象
を
聞
か
れ
た
伊
調
馨
選
手
が
、「
と

に
か
く
ご
は
ん
が
お
い
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
食
が
進
ん
で
、
合
宿
を
終
え

る
と
太
っ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

と
満
面
の
笑
顔
で
答
え
く
れ
た
の
で

す
。支

え
て
く
れ
る
人
た
ち
と
お
い
し

い
ご
は
ん
、
み
そ
汁
に
心
か
ら
感
謝

し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
金
メ

ダ
ル
獲
得
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

く
感
じ
ま
し
た
。

私
も
仕
事
柄
、
県
内
・
全
国
の
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
ご
は
ん
を
食
べ
ま

す
が
、味
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。

「
う
ま
い
な
」
と
思
う
と
、
必
ず
「
ど

こ
の
米
で
す
か
」
と
店
の
人
に
確
か

め
ま
す
。
営
業
用
に
は
値
段
が
高
す

ぎ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
魚
沼

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
は
ま
ず
当
た
り
ま

せ
ん
。

本
場
だ
け
に
、
市
内
に
は
、
少
数

な
が
ら
も
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
こ

だ
わ
る
店
が
あ
り
ま
す
。
米
だ
け
で

な
く
、
こ
の
地
域
の
「
食
」
は
全
国

に
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
大
き
な
観
光

資
源
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
資
源
や
価
値
は
磨
か
な
け

れ
ば
光
り
ま
せ
ん
。
広
く
知
ら
せ
な

け
れ
ば
生
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
人

の
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
工
夫
を
重

ね
、
磨
い
て
磨
い
て
、
ぴ
か
ぴ
か
の

情
報
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

〈
三
十
三
〉

その33

ス
キ
ー
王
国
�十
日
町
Z

ス
キ
ー
王
国
�十
日
町
Z

第４回スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム（３月７日f

～９日a山形県山形市）で、アルペン上級ジャイアントスラロームで村越裕

太郎選手（小出養護学校高等部１年　川西中出）が、クロスカントリー５㎞

フリーで山岸一麦選手（小出養護学校高等部１年　松代中出）が見事優勝し、

３㎞クラシカルで福島信介選手（十日町中３年）が準優勝を果たしました。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2008全日本ジュニアスキー選手権大

会（３月11日c～14日f妙高市）では、高校女子５㎞クラシカル・フリー

両種目で本山育未選手（小出高２年　松之山中出）が優勝、宮尾彩子選手

（十日町総合高２年）が準優勝に輝きました。また、女子中学５㎞フリーで

齋木麻利奈選手（吉田中２年）が、男子高校10㎞フリーで緒方恭介選手

（十日町総合高２年）がそれぞれ準優勝を果たすなど、十日町勢が全国の舞

台で大活躍しました。

※入賞者（10位以内）、○の中の数字は順位（敬称略）

【第４回スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム・山形大会】

〈アルペン〉▼上級ジャイアントスラロ－ム＝①村越裕太郎（小出養護学校高等部１年　川西中出）〈クロスカントリー〉

▼３㎞クラシカル＝②福島信介（十日町中３年）▼５㎞フリー＝①山岸一麦（小出養護学校高等部１年　松代中出）

【ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2008全日本ジュニアスキー選手権大会】

〈クロスカントリー〉▼女子中学５㎞クラシカル＝⑥長谷川悠（下条中３年）▼女子高校５㎞クラシカル＝①本山育未

（小出高２年　松之山中出）②宮尾彩子（十日町総合高２年）③中島由貴（十日町総合高２年）⑥小林祐佳（十日町高３

年）▼男子中学10㎞フリー＝⑥小林洋介（下条中３年）▼男子高校10㎞フリー＝②緒方恭介（十日町総合高２年）⑦宮沢

大志（十日町高１年）▼女子中学５㎞フリー＝②齋木麻利奈（吉田中２年）⑩長谷川悠▼女子高校５㎞フリー＝①本山育

未②宮尾彩子④小林祐佳⑤中島由貴⑦瀧澤三咲子（十日町高３年）

その３

左から山岸選手、福島選手、村越選手

左から宮尾選手、本山選手、中島選手
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１月21日から冬季間一時休止していた上信越高原国立公園

内の清津峡渓谷トンネルが、３月15日g、春季オープンしま

した。当日は、家族連れなど20人が訪れ、深いＶ型渓谷の

底にたまった残雪と上部の柱状節理の岩肌を観賞し、雪の多

さに驚いていました。管理者である㈱なかさとの大島洋由清

津峡支配人は、「清津峡は、イヌワシやクマタカなど希少な猛

きん類のえさ場になっているとして、来年度から鳥獣保護区

のエリアが拡大されます。自然と動植物観賞においでくださ

い」と活気の戻った坑内で笑顔を見せていました。このトン

ネルには、毎年約10万人の観光客が入坑しています。

ダ
ム
の
取
水
で
水
量
が
減
少
し
て
い
る
信
濃
川
の
本
来
の
自
然
環
境
を
取
り
戻
そ
う
と
、
３

月
８
日
g
・
９
日
a
の
２
日
間
、「
カ
ム
バ
ッ
ク
　
サ
ー
モ
ン
　
水
枯
れ
の
大
河
・
信
濃
川
に
サ

ケ
の
道
を
拓
く
」（
新
潟
水
辺
の
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
も
宮
中
取
水
ダ
ム
下
流
と

長
野
県
内
の
３
か
所
で
、
サ
ケ
の
稚
魚
13

万
匹
を
放
流
。
参
加
し
た
貝
野
小
学
校
の

児
童
は
、
「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て

ね
」
と
サ
ケ
の
無
事
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
８
日
に
は
ク
ロ
ス
10
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
水
辺
環
境
の
大
切
さ
を

考
え
ま
し
た
。

清津峡渓谷トンネル春季オープン

地域発展の動脈 上沼快速道の整備を目指し

取
り
戻
せ

銀
鱗
お
ど
る
信
濃
川

市
内
の
事
例
に
学
ぶ
地
域
づ
く
り

tokamachi topics

３月８日g、川西中学校で卒業を祝う会が行われました。

当日は、３年生や保護者など約120人が参加し、「たんものに

魂の文字を書く！」と題して卒業記念作品を制作。十日町紬

の反物に墨で思い思いの文字を書きました。ほかにも平野壮

弦さんの書芸パフォーマンスや、雪の華ゴスペルコンサート

が行われ、中学校生活最後のイベントを楽しみました。３年

生の小林直登さんは、「書いたのは『武』。プロレスが好きな

んです。壮弦さんは越したかな（笑）」と話し、高橋邦浩さ

んは、「少ないより多い方がいいので『多』にしました。わ

れながら良い字です！」と書の出来栄えに満足していました。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ガ

ム
シ
ャ
ラ
な
風
に
な
れ
」
の
ダ
ン
ス
講
習
会
が

３
月
６
日
e
、
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
を
講
師
に

迎
え
、
保
育
園
や
小
学
校
の
先
生
な
ど
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。「
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
ひ
ざ

を
柔
ら
か
く
使
っ
て
！
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、

ハ
ー
ド
な
踊
り
と
複
雑
な
ス
テ
ッ
プ
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
ダ
ン
ス
を
マ
ス
タ
ー
し
た
先

生
た
ち
。
今
後
は
運
動
会
や
発
表
会
な
ど
で
ダ

ン
ス
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

う
ま
く
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
る
か
な
。

一筆入魂！中学最後の思い出づくり

ガ
ム
シ
ャ
ラ
を
ダ
ン
シ
ン
グ
！

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

３月８日g、クロス10で道路財源の確保と上越魚沼地域振興快速道

路「十日町・六日町間」の整備促進を求める総決起大会（同整備促進

連絡協議会主催）が開催され、市民など約700人が参加しました。同

快速道路は、上越市－南魚沼市（約60㎞）を結ぶ高規格道路として整

備が進められているものの、一部は調査区間や未指定のまま。大会で

は、安定した道路財源の確保、八箇峠道路早期完成など４項目を決議

し、整備促進を求めました。また、市民を代表して十日町病院等の医

療提供体制に関する検討会の阿部洋輔さんと十日町商工会議所交通問

題委員会の大島孳委員長が意見発表し、救急医療体制の充実や地域経

済発展に向け快速道路の必要性を訴えました。

松之山地域で交通死亡事故「０」2,500日達成

３月９日a、松之山体育館で松之山地域交通死亡事故「０」の日

2,500日達成記念イベントが開催されました。松之山地域では、６年

10か月前から交通死亡事故がなく、３月３日bに2,500日を達成し

ました。この日は、田口市長や十日町警察署、交通安全協会関係者、

地域住民など約200人が参加。式典では、坂大武敏警察署長から交通

安全協会松之山支部長への感謝状授与や交通安全標語入賞者の表彰な

どが行われました。松之山支部長の小野塚富夫さん（58歳）は、「次

の目標を目指し、交通安全と人命尊重を第一に努力していきたい」と

あいさつ。また、市民吹奏楽団らによる記念演奏なども行われ、参加

者は死亡事故ゼロの日が一日でも長く続くようにと誓い合いました。

３
月
16
日
a
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
「
創
ろ
う
！
自
分
の
田
舎
（
ふ
る
さ

と
）
と
お
か
ま
ち
！
」
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
１
回
目
の
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
き

っ
か
け
づ
く
り
」。
講
師
に
、
市
内
で
も
地
域
づ

く
り
の
実
績
の
あ
る
N
P
O
法
人
「
ま
ち
づ
く

り
学
校
」
の
寺
島
義
雄
さ
ん
を
招
き
、「
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
市

内
で
地
域
お
こ
し
や
都
市
交
流
を
進
め
る
５
団

体
に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り
、
訪
れ
た
約
１
０

０
人
は
各
団
体
の
取
り
組
み
を
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。



●子どもと高齢者の交通事故防止

●すべての座席のシートベルトと

チャイルドシートの

正しい着用の徹底

●自転車の安全利用の推進

●飲酒運転の根絶
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2
0
年
度
 犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

◆費用 新規登録6,100円（注射代含む）注射3,100円

◆持参するもの 案内はがき（既登録犬のみ）

◆注意事項　●会場での犬のフンは飼い主が責任を持

って始末してください。●犬が死んだ場合は届出が

必要です。印鑑、鑑札、注射済票を持って市役所・各

支所または集合注射会場までおいでください。

◆問合せ 市民生活課環境政策室生活環境係

1757－3740

期　日

４/15

c

４/18

f

４/24

e

会　　　　場

上新田自治会館

下条公民館

東下組保育所

中条公民館

新水克雪センター

上原集会場

十日町保健所

八箇小学校

吉田山谷集会所

吉田公民館

高島集会所

羽根川荘

市民体育館

大井田コミュニティセンター

水沢公民館

平成園

旧野中小学校

十日町市役所（本庁）

時　　間

９:30～10:00

10:15～11:00

11:20～11:30

13:30～14:00

14:20～14:40

15:00～15:30

９:30～11:00

11:20～11:30

13:30～13:50

14:00～14:20

14:30～14:40

15:10～15:30

９:20～10:20

10:30～11:30

13:30～14:30

14:40～15:00

15:20～15:30

９:30～11:30

犬を飼うためには、登録と狂犬病予防注射が必要です。日程をお知らせします。

地域 期　日 会　　　　場 時　　間地域

十
　
　
日
　
　
町

４/10

e

東田尻集落センター

白羽毛ふれあいセンター

東田沢集落センター

田沢ノゲの車庫前

田代集落センター

下山神社前

重地集落センター

倉俣集落センター

総合センター

津南町役場

10:40～10:45

10:55～11:05

11:15～11:20

11:30～11:45

13:30～13:35

13:40～13:45

13:50～13:55

14:05～14:15

14:25～15:20

13:30～14:15

中
　
　
里

４/17

e

室野克雪管理センター

蒲生生活改善センター

松代支所

松代支所

芝峠温泉駐車場

犬伏作業所

松代支所

10:00～10:20

10:40～11:00

11:15～11:40

13:10～13:40

13:50～14:00

14:20～14:30

15:15～15:45

松
　
代

４/25

f

小谷集会所

黒倉集会所

浦田克雪センター

中立山集落センター

松之山支所

上川手公会堂

下布川コミュニティセンター

東川防雪センター

スキー場駐車場

湯本駐車場

松代支所

10:00～10:05

10:20～10:25

10:35～10:45

10:55～11:00

11:25～11:45

13:15～13:20

13:30～13:35

13:45～13:50

14:05～14:25

14:35～14:40

15:15～15:45

松
　
之
　
山

４/21

b

４/27a

４/27a

４/27a

４/27a

室島集落センター

克雪管理センター

小白倉集落センター

高齢者コミュニティセンター

上野地区コミュニティセンター

千手中央コミュニティセンター

十日町市役所（本庁）

９:15～ ９:25

９:50～10:10

10:30～10:40

11:10～11:40

13:10～13:50

14:10～15:10

９:30～11:30

川
　
　
西

４/10

e

４/27a

宮中集落センター

旧土倉分校

倉下冬期管理センター

おもやドライブイン

９:20～ ９:35

10:00～10:05

10:10～10:15

10:25～10:35

中
　
里

縦
覧
・
閲
覧
及
び
証
明
書
の
申
請

は
、土
地
・
家
屋
の
所
在
地
に
関
係
な

く
本
庁
（
税
務
課
土
地
資
産
税
係
・

家
屋
資
産
税
係
）
及
び
各
支
所
（
税

務
担
当
課
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
地
籍
図
及
び
更
正
図
は

土
地
の
所
在
す
る
本
庁
ま
た
は
支
所

で
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間
‥
４
月
１
日
c
〜
６
月
２

日
b
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分

縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
者

②
納
税
者
と
同
居
の
親
族

③
納
税
管
理
人

④
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持
参
し

た
人
（
法
人
は
代
表
者
印
が
必
要
）

必
要
な
も
の
‥
印
鑑
、
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、
課
税

明
細
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

閲
覧
期
間
‥
４
月
１
日
c
か
ら
通
年

閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者

②
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

③
納
税
管
理
人

④
借
地
・
借
家
人

⑤
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
を
持

参
し
た
人
（
法
人
は
代
表
者
印
が

必
要
）

必
要
な
も
の
‥
縦
覧
と
同
じ
（
借

地
・
借
家
人
は
契
約
書
な
ど
権
利
関

係
を
示
す
書
面)

縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
及
び
閲
覧
は

無
料
、
証
明
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

●
申
請
・
問
合
せ

税
務
課
土
地
資

産
税
係
・
家
屋
資
産
税
係
1
７
５

７
│
３
７
２
８（
内
線
１
８
０
）・

各
支
所
税
務
担
当
課

縦
覧
、
閲
覧
及
び

証
明
交
付
申
請
の
場
所

課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明

手
　
数
　
料

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と

「
課
税
台
帳
」
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

20
年
度
固
定
資
産
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
な
ど
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
は
、
借
地
人
・
借
家
人
も
関
係

す
る
固
定
資
産
評
価
額
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と

「
課
税
台
帳
」
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

「地域復興支援事業（地域特産化・交流支援）」のお知らせ

○補助対象者：次のすべての要件を満たす団体

（1） 集落や自治会などの地域住民団体、地域振興を目的とした住民団体、農林漁業者などの団体で市長が推せ

んする団体

（2） 規約を有し、事業責任者、会計責任者などが明確な団体

（3） 農林漁業者などの団体は、３戸以上の農林漁家で組織する団体であって、当該農林漁家が組織活動を実質

的に支配していること

（4） 市、県地域振興局の支援体制が整っている団体

○補助対象事業など：

《
運
動
の
重
点
》

4月6日A～15日C

●問合せ　農林課農業企画係　1757-3120（内線246）

●問合せ　市民生活課環境政策室生活環境係　1757-3740

○留意事項

①４または５を実施する場合は、１の計画策定を実施することが必要です。

②施設・機械整備のために締結する契約は、原則として複数業者の見積もり合わせにより行うことが必要です。

③上限額の範囲内で、１団体３年間の事業実施が可能です。

区　分 内　　　　容 補助率

１　計画策定 以下２～５の事業実施のための計画策定に要する経費

地域の特産物づくりに要する経費（新規品目の導入や既
存品目の生産拡大、加工技術の向上など）、ブランド化に
要する経費（販売宣伝活動やイベントの開催など）

都市住民との交流・体験ツアーの開催や農作業支援、農
産物購入などの応援団づくりに要する経費

特産物等流通販売戦略の策定やブランド化、都市住民と
の交流などに向け、専門家や著名人などの外部人材との
契約に要する経費

地域資源を生かした加工品づくりや販売、都市住民との
交流などに向け、必要な施設などの整備に要する経費
（既存施設の改修含む）

４
分
の
３
以
内

（
た
だ
し
、
４
に
つ
い
て
は
10
分
の
10
）

補助上限額

100万円

100万円

200万円

1,000万円

2,000万円
（ただし、空き家な
どを改修する場合

は3,000万円）

事業期間

平
成
19
年
度
〜

22
年
度
（
〜
平
成
23
年
２
月
）

２　特産化・
ブランド化

３　交流・体験ツ
アー、地域応
援団づくり

４　外部人材の
活用

平成20
年６月か

らは

全席シー
トベルト

着用が

義務化さ
れます

《ジュース・風船のプレゼントあります！》

◆日時 ４月12日g 午後１時～３時

◆会場 妻有ショッピングセンター駐車場

◆内容 ちびっ子白バイ隊制服試着撮影、パトカー

試乗、ビンゴゲーム、交通安全ゴールキッ

クゲームなど

５　地域特産物加
工直売施設や
直食・交流滞
在施設の整備
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●
日
時
＝
４
月
３
日
e
〜
の
毎
週
木

曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
●

会
場
＝
明
石
の
湯
●
参
加
費
＝
無
料

（
た
だ
し
入
館
料
５
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

筆
と
墨
で
自
由
に
遊
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
へ
来
て

く
だ
さ
い
。
※
１
回
だ
け
の
参
加
も

可
能
●
日
時
＝
４
〜
10
月
の
第
４
日

曜
日
、
午
後
３
時
（
２
時
45
分
集
合
）

〜
５
時
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
１
回

３
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）
●
持
ち

物
＝
筆
（
大
・
小
）、
墨
汁
、
す
ず
り

ま
た
は
墨
を
入
れ
る
容
器
、
文
鎮
、

下
敷
き
、
半
紙
（
約
30
枚
）、
新
聞

紙
、
ご
み
袋
、
タ
オ
ル
●
問
合
せ
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
７
６
８
│
２
３
０
８
）

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の
笛

ピ
ロ
ロ（
フ
ル
ー
ト
）+

α（
ピ
ア
ノ
ほ

か
）
の
合
同
演
奏
会
で
す
。
●
日
時

＝
４
月
12
日
g
午
後
６
時
30
分
〜
●

会
場
＝
中
央
公
民
館
●
入
場
料
＝
無

料
●
演
奏
曲
目
＝
「
青
い
山
脈
」「
二

つ
の
ギ
タ
ー
」「
魔
女
の
宅
急
便
」「
ふ

る
さ
と
」
ほ
か
●
問
合
せ
＝
大
渕
（
1

０
９
０
│
４
０
５
３
│
４
４
５
５
）

新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識
や

マ
ナ
ー
な
ど
を
研
修
し
ま
す
。
●
日

時
＝
４
月
８
日
c
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所

●
受
講
料
＝
２
、
０
０
０
円
（
非
会

員
４
、
０
０
０
円
）
※
昼
食
代
・
資

料
代
込
み
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３

月
31
日
b
ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議

所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

柏
崎
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
と
合
唱
団
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

●
日
時
＝
４
月
13
日
a
午
後
２
時
30

分
〜
（
開
場
２
時
）
●
会
場
＝
千
年

の
森
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
１
、
０
０

０
円
●
曲
目
＝
フ
ォ
ー
レ
作
曲
「
レ

ク
イ
エ
ム
」、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

「
未
完
成
交
響
曲
」
ほ
か
●
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
＝
市
民
会
館
、
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝

午
後
６
時
以
降
高
橋
（
1
０
９
０
│

２
１
７
２
│
５
４
２
１
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
12
日
g
・
19
日
g
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝

加
賀
書
院
（
市
役
所
通
り
）
●
問
合

せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７
５
２
│
２
１

１
４
）

●
期
日
＝
４
月
11
日
f
●
販
売
時
間

＝
午
前
９
時
〜
正
午
‥
し
ぶ
み
の
家
、

午
後
１
時
〜
３
時
‥
す
み
れ
工
房
●

会
場
＝
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
●
問
合

せ
＝
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
（
1
７
５

２
│
０
０
８
９
）

山
の
手
入
れ
に
関
す
る
知
識
や
道

具
の
扱
い
方
、
コ
ン
パ
ス
測
量
・
山

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

明
石
の
湯

け
ん
こ
つ
体
操
教
室

第
８
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
　
お
さ
ら
い
会

α

の
活
用
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
習
得
し
ま

す
。
全
７
回
コ
ー
ス
で
す
。
●
日
時

＝
４
月
26
日
g
・
６
月
１
日
a
・
６

月
28
日
g
・
７
月
26
日
g
・
９
月
13

日
g
・
10
月
25
日
g
・
11
月
８
日
g

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
●
会
場

＝
市
内
の
森
林
、
公
民
館
●
対
象
＝

市
内
ま
た
は
津
南
町
在
住
で
森
林
内

作
業
が
可
能
な
森
林
所
有
者
●
参
加

費
＝
全
７
回
５
、
０
０
０
円
（
保
険

料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
●
定
員
＝

20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
７

日
b
ま
で
に
郵
便
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
〒
９
４
９
│
６
６
２
３
南
魚
沼
市

六
日
町
９
６
０
南
魚
沼
地
域
振
興
局

農
林
振
興
部
林
業
振
興
課
（
1
０
２

５
│
７
７
２
│
８
２
６
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
５
│
７
７
２
│
８
２
８
９
）

【
国
税
専
門
官
】

●
受
験
資
格
＝
①
昭
和
54
年
４
月
２

日
〜
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

人
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込

の
人
、
ま
た
は
人
事
院
が
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人
●
受
験
受
付

期
間
＝
４
月
１
日
c
〜
14
日
b
（
郵

送
の
場
合
は
配
達
記
録
で
、
当
日
消

印
有
効
）
●
試
験
日
＝
１
次
試
験
‥

６
月
15
日
a
２
次
試
験
‥
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
●
試
験

地
＝
新
潟
市
、
高
崎
市
、
さ
い
た
ま

市
ほ
か
●
申
込
書
請
求
＝
十
日
町
税

務
署
、
関
東
信
越
国
税
局
●
提
出
・

問
合
せ
＝
関
東
信
越
国
税
局
（
〒
３

３
０
│
９
７
１
９
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
１
│
１
1
０
４
８
│
６
０

０
│
３
１
１
１
）

【
労
働
基
準
監
督
官
】

●
受
験
資
格
＝
①
昭
和
54
年
４
月
２

日
〜
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

人
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込

の
人
、
ま
た
は
人
事
院
が
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人
●
受
験
受
付

期
間
＝
４
月
１
日
c
〜
14
日
b
（
郵

送
の
場
合
は
配
達
記
録
で
、
当
日
消

印
有
効
）
●
提
出
・
問
合
せ
＝
新
潟

労
働
局
総
務
部
総
務
課
（
〒
９
５
１

│
８
５
８
８
新
潟
市
中
央
区
川
岸
町

１
│
56
1
０
２
５
│
２
３
４
│
５
２

６
２
）

健
康
づ
く
り
に
、
介
護
予
防
に
、

気
軽
に
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育

館
●
内
容
＝
体
操
、
民
謡
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ほ
か
●
問
合
せ
＝
田
口
（
1

７
５
２
│
２
６
８
３
）

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
始

め
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
15
日
c
〜

６
月
10
日
c
の
間
の
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
●
会
場

＝
川
西
総
合
体
育
館
●
会
費
＝
３
、

０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
●
募
集

人
数
＝
先
着
20
人
●
申
込
み
＝
４
月

10
日
e
ま
で
に
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
1
７
６
８
│
２
３

０
８
）
●
問
合
せ
＝
渡
辺
（
1
０
９

０
│
２
２
３
５
│
３
９
４
２
）

第
三
者
（
他
人
）
か
ら
交
通
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
を
受
け
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
の
保
険
証
で
病
院

な
ど
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
必
ず
市

役
所
介
護
国
保
課
へ
被
害
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
か
か
っ
た
医
療
費

は
加
害
者
の
全
額
負
担
が
原
則
で
す
。

一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
、
あ
と

で
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
介
護
国
保
課
国
保
係
（
内
線
１

６
６
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
（
養
育

者
）
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
12
月

〜
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
４
月

11
日
f
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

お知らせ・ガイド

●ちびっこひろば

おはなしたまてばこ

どんぐりおはなしのへや

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　４月10日E

午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

読み聞かせ、パネルシアターなどを

行います。

●日　時　４月19日G

午後２時～３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

中央公民館　親と子どもたちのレクリエーション広場

４月13日a

５月11日a

６月８日a

７月13日a

８月10日a

９月13日g・14日a

10月12日a

11月９日a

12月14日a

１月11日a

２月８日a

３月８日a

月　日

はじめまして

春の野原を楽しもう

ほくほく線の旅

ウォークラリー「自分たちの街を知ろう」

川遊び

キャンプ

自然物をつかってクラフト

ボランティア

もちつき

ちんころ作り

おひなさま製作

お別れ会・反省会

テ　ー　マ■時間・会場

内容により異なります

４月13日は中央公民館

にて午前９時30分から

■対　象

小学校１～３年生の

親子

■参加費

１人につき年1,000円

（材料費は別途）

■講　師

藤木智恵子さんほか

「Recもぐら」の皆さん

■申込み・問合せ

随時受け付けます

中央公民館
1757－5011

平
野
壮
弦
の

「
あ
そ
び
ま
書
芸
塾
」

し
ぶ
み
の
家
・
す
み
れ
工
房

手
作
り
作
品
を
販
売
し
ま
す

十
日
町
お
や
こ
劇
場

「
お
は
な
し
て
ん
こ
も
り
」

新
入
社
員
実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

ドキドキランドの参加者を募集します！ドキドキランドの参加者を募集します！

①逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する
②寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防災品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
④お年寄りやからだの不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

●問合せ　十日町地域消防本部　1757－0119

①寝たばこは絶対やめる
②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
③ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す

住宅防火 命を守る ７つのポイント
４月１日C～７日B

春の火災予防週間

4つの
対策

3つの
習慣

第
３
回
森
の
歌
族
コ
ン
サ
ー
ト

休
日
林
業
入
門
講
座

20
年
度
国
税
専
門
官
・

労
働
基
準
監
督
官
募
集

21年３月に新規大学・専門学校などを卒業予定

者、Ｕ・Ｉターン希望者を対象とした就職ガイダ

ンスを開催します。

●日　時 ４月25日f 午後１時～３時30分

●会　場 クロス10

●問合せ ハローワーク十日町 1757-2407

地元企業の採用情報や会社の内容を聞くチャンス！

十日町地域就職ガイダンスのご案内

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
ら

12
月
〜
３
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

新潟県では、若者のＵターンの参考になる情報誌「新潟

Ｕターン情報」などを発行しています。県外で暮らすお子

さんを持つ保護者の皆さんに、年３回無料で送付します。

●掲載内容：県内求人動向、就職説明会などの開催情報、

移住・定住に関する支援策など

●申込み・問合せ 県民生活課 1025-280-5112

新潟県へのＵターン情報誌を
購読しませんか

悠
遊
健
康
卓
球
教
室
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み
ま
す
。
●
児
童
扶
養
手
当
額
＝
受

給
者
に
よ
り
異
な
る
の
で
証
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
）
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
の
が
困

難
（
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯
）

な
児
童
・
生
徒
に
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
学
校

教
育
課
学
事
係
（
内
線
３
１
４
）
ま

た
は
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る
小
・

中
学
校

市
内
在
住
の
重
度
心
身
障
害
者
に

タ
ク
シ
ー
料
金
ま
た
は
通
院
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新

た
に
助
成
を
希
望
す
る
人
は
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
対
象

＝
【
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
】
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
身
体
障

害
者
手
帳
１
〜
２
級
所
持
者
②
身
体

障
害
者
手
帳
３
級
の
一
部
（
視
覚
、

下
肢
、
体
幹
、
内
部
機
能
障
害
）
所

持
者
③
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者
【
通
院

費
の
助
成
】
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
が
腎
臓
機
能

障
害
と
判
定
さ
れ
た
血
液
透
析
で
通

院
し
て
い
る
人
●
持
参
す
る
も
の
＝

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
、
印
鑑
、
振
込
先
金
融
機
関
の
口

座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
１
４
１
）
ま
た
は
各
支
所
健

康
福
祉
課

３
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
12
期

及
び
介
護
保
険
料
第
12
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
（
３
月
31
日
）
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・

介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
７
日
b
・
14
日
b
・
21

日
b
・
30
日
d

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
９
日
d
・
23

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
１
日
c
・
８

日
c
・
15
日
c
・
22
日
c

市
で
は
、
越
後
湯
沢
駅
前
に
広
域

駐
車
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
●
対
象
＝
市
民
及
び

市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
●
利
用
料

金
＝
１
区
画
１
日
５
０
０
円
、
最
長

連
続
５
日
間
※
翌
日
午
後
１
時
30
分

ま
で
に
鍵
を
返
却
●
受
付
窓
口
・
問

合
せ
＝
利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

民
生
活
課
環
境
政
策
室
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
８
）ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

年
度
替
わ
り
の
時
期
は
、
事
業
所

ご
み
や
引
越
し
な
ど
で
自
己
搬
入
が

増
え
、
焼
却
場
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
ご
み
を
計
画
的
に
処
分
す
る
こ

と
や
、
資
源
と
な
る
も
の
は
分
別
す

る
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
り
ご
み
の
減

量
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
環
境
衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３
９

２
４
）

ど
ち
ら
の
補
助
事
業
も
予
算
が
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

【
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業
】

購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
額
＝
▼
購
入
金
額
が
１
万
円

以
下
‥
２
分
の
１
を
補
助
（
上
限
３
、

０
０
０
円
）
▼
１
万
円
超
‥
３
分
の

１
を
補
助
（
上
限
３
万
円
）

【
ご
み
集
積
庫
設
置
補
助
事
業
】

１
か
所
５
万
円
以
上
の
施
設
が
対

象
で
す
。
●
補
助
額
＝
費
用
の
２
分

の
１
を
補
助
（
上
限
７
万
円
）

４
月
か
ら
月
２
回
（
第
２
・
４
月

曜
日
）
訪
問
販
売
や
契
約
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
応
じ
る
消
費
者
生
活
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
●
４
月
の
開
設

日
時
＝
14
日
b
・
28
日
b
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
本
庁
市
民
相

談
室
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境

政
策
室
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

資
力
の
乏
し
い
人
の
た
め
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。
※
完
全
予
約
制
●
日

時
＝
４
月
10
日
e
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
●
会
場
＝
南
魚
沼
市
役
所

（
南
魚
沼
市
）●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

４
月
７
日
b
ま
で
に
法
テ
ラ
ス
新
潟

（
1
０
５
０
│
３
３
８
３
│
５
４
２

０
）

●
売
払
い
物
件
＝
土
地
‥
十
日
町
市

春
日
１
７
８
番
地
（
６
５
７
㎡
）
●

入
札
日
時
＝
４
月
25
日
f
午
前
10
時

〜
●
入
札
会
場
＝
北
陸
地
方
整
備
局

信
濃
川
河
川
事
務
所
（
長
岡
市
）
●

問
合
せ
＝
４
月
22
日
c
ま
で
に
北
陸

地
方
整
備
局
信
濃
川
河
川
事
務
所

（
1
０
２
５
８
│
32
│
３
０
２
１
）

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
雪
解
け
に
よ

り
清
津
川
の
水
量
が
増
え
て
大
変
危

険
で
す
。
危
険
か
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
電
源
開
発
㈱
奥
清
津
電
力
所
（
1

０
２
５
│
７
８
９
│
２
７
０
７
）

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で２月の３歳児健診を受けた子47人

むし歯のないよい歯の子

（稲荷町2）

（高田町3東）

（本町5）

（南新田町2）

（三和町）

（中町）

（上原）

（焼野）

（魚之田川）

（錦町1）

（川治中町）

（春日町2）

（城之古1）

（稲葉）

（北鐙坂3）

（土市3）

（大黒沢東）

（新宮2）

（野口）

（千手上町）

（学校町）

（沖立）

（田中町）

（小原）

（宮中）

（松代）

（犬伏）

亮

一彦

憲裕

幸宏

博

幸夫

正宏

友幸

秀彦

直哉

勝一

剛

謙一

真伸

謙太

裕樹

しのぶ

茂樹

真二

道亘

哲郎

重幸

裕

茂吉

一馬

和生

雅明

●対　象 ３歳未満児とその保護者

●日　時 ４月～21年３月の毎週火曜

日午前10時～11時

●内　容 リズム遊び、手遊び、工作、

遠足、運動会、季節の行事など

●会　場 市民体育館（４月～11月）、

サンクロス十日町（12月～21年３月）

●指導者 富井朝子さんほか支援スタ

ッフの皆さん

●参加費 年間4,000円

※行事により必要経費を徴収する場

合もあります

●申込み ４月15日c（開級式）に市

民体育館で。※以降随時、直接会場

で受け付けます

●対　象 市内在住で、心身にハン

ディキャップを持った18歳以上の

人

●期　間 ４月～21年３月

●定　員 20人

●内　容 土・日曜日を中心に、月

１回くらいのペースで地域行事に

参加したり、交流会・レクリエー

ションなどを楽しんだりします

●参加費 必要なときに集めます

●申込み ４月18日fまでに、電話

または中央公民館に直接申込んで

ください

ふれあい学級なかよしランド

乳幼児家庭教育事業 みんな、仲間だ！

参加者大募集Z

問合せ　中央公民館　1757－5011

４
月
の
休
館
日

生
き
て
い
る
　
み
ん
な
の
税
が
　
こ
の
町
に

３
月
の
納
税
・
納
付

法
テ
ラ
ス
巡
回
民
事
法
律

扶
助
無
料
法
律
相
談

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

越
後
湯
沢
駅
前
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

参加者大募集Z

産地のメーカーによる新作きものの展示

発表会です。振袖・訪問着・留袖・紬絣など

の６部門に、厳

選された160点

余りの最新作が

出品されます。

メーカーの新

提案をぜひご覧

ください。

十日町きものフェスタ2008

●日　時

◆ユーザー審査：４月７日b～11日f

午前９時～午後５時（11日は３時まで）

※だれでも投票できます

◆一般公開：12日g午前９時～午後５時

●会　場 クロス10 入場料 無料

●問合せ 十日町織物工業協同組合

（1757-9111）

十日町きものフェスタ2008
生
ご
み
処
理
容
器
・

ご
み
集
積
庫
補
助
事
業

国
有
地
売
払
い
の
お
知
ら
せ

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

重
度
心
身
障
害
者
に
対
し

て
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

消
費
者
相
談
所
開
設
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

a 橋 港
みなと

田 口 翔
かけ

大
る

水 落 礼
れい

富 澤 翔
か

唯
い

佐 藤 生
み

咲
さき

和 田 大
ひろ

海
み

a 橋 斗
と

希
き

也
や

池 田 惟
い

緒
お

波 形 晃
こう

志
し

岡 村 怜
れい

奈
な

久 保 田 健
けん

介
すけ

藤 田 涼
すず

花
か

a 橋 美
み

花
か

北 野 晴
てる

幹
き

佐 藤 成
な

琉
る

金 澤 丈
じょう

一
いち

郎
ろう

越 前 虎
こ

太
た

郎
ろう

齋 木 奈
な

名
な

滋 野 楓
ふう

大
た

清 水 結
ゆ

月
づき

久 保 田 美
み

瑠
る

星 名 広
ひろ

人
と

根 津 壮
そう

汰
た

樋 口 紗
さ

亜
あ

矢
や

吉 楽 友
ゆう

菜
な

野 澤 柚
ゆず

季
き

小 嶋 千
ち

夏
なつ

※保護者の承諾を得て掲載しています

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、
教室や無料体験講座を開催しています。下記の講座の１期参加者を募集中です。

内　容

時　間

Ⅰ期開
催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてき
た人を対象に、徐々
にレベルをあげてい
く基本的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

４月７日～６月23日
※4月28日・5月5日除く

ヨガ教室
【１コース10回】

〔ヒ－リングヨガ〕
ストレッチ要素を多く
含み、全身のリラクゼ
ーションや柔軟性の向
上を目的とします。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

木曜日【昼】
午前10時～11時15分

４月３日～６月19日
※4月24日・5月29日除く

４月10日～６月19日
※5月29日除く

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース10回】

寝たきりにならない
ように、筋肉や骨、
脳を刺激し、体をき
たえる運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

４月11日～６月20日
※5月2日除く

費　用
参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券　　※１か月以上の定期券をお持ちの人は参加費のみ

申込み・問合せ　　十日町市総合体育館（1752─4377）

健康づくりのために！
寝たきり予防のために！
ダイエットのために！

New！New！
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事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳６か月児
健　診

１歳６か月児
健　診

24日E 午後１時
～１時30分

19年12月
生まれの
乳　児

16日D 午後１時
～２時

19年６月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

23日D 午後１時
～１時30分

18年10月
生まれの
幼　児

２歳６か月児
身体測定

16日D
17年10月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

17日E 午後１時
～１時30分

16年10月
生まれの
幼　児

午前９時
～９時30分

●乳幼児健診

●離乳食教室

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる地域に
応じて本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますので、届
かない人は本庁へ連絡してください。

◎健診終了時間が遅れることがあります。ゆとりをもって来
てください。

◎会　場…十日町保健センター（本庁舎となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

対象児と内容 開催日

４月は２回開催予定です。詳細は４月１日以降に下

記に問い合せてください。

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または十日町地域

振興局健康福祉部地域保健課　1757-2400

２か月～４か月児 離乳食準備～初期

会　　場：十日町保健センター（本庁舎となり）

（直接会場においでください）

受付時間：午前９時45分～10時

持 ち 物：母子健康手帳・筆記用具

９日D

６か月～９か月児 離乳食中期～後期 22日C

●全血献血

●献血にご協力ください

●日時・会場・受付時間

24日E ㈱宇都宮製作所・島善織物㈱川治工場

午前９時30分～11時

十日町総合体育館

午後０時30分～３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●こころの健康相談

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 ※29日_は休み
会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～正午
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地域】22日C：午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西
【中里地域】23日D：午後１時30分～３時30分

会場：中里支所

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約
毎週木曜日　午後１時30分～４時 ※３日Eは休み
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
９日D 午後１時30分～４時30分
会場：十日町保健センター

●定例社会保険・年金相談
８日C・24日E 会場：クロス10
午前10時～正午、午後１時～３時

●女性相談専用電話
月～金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時30分　1757-3701

市では、お子さんが①～③に該当する場合は接種を見合わせて
います。ご注意ください。
①下痢をしている場合
②ひきつけ（けいれん）をおこしてから１年未満の場合（ただし、
６か月を経過しており、かかりつけ医の許可があれば接種でき
ます）
③病気が治ってから、次の間隔があいていない場合

病　　　　名 接種できるまでの間隔
麻しん(はしか)、風しん、水痘(水ぼうそう)、
おたふくかぜ、百日せき、インフルエンザ 治ってから４週間

突発性発疹、手足口病、伝染性紅斑、
とびひ、感染性腸炎 治ってから２週間

か　　　ぜ
発熱などの急性期の症状が治
まってから１週間

そ　の　他
治ってから概ね２週間（かかりつ
け医の許可をもらいましょう）

※これは集団接種の場合の注意点です。個別接種の場合は、かかりつけ医に相談しましょう。

・受付時間を守ってください。遅れると接種できないことがあ
ります。

・接種料金は無料（市が負担）です。ただし、対象年齢以外で
の接種は自費（任意接種）となります。

◆その他
・予診票のつづりと「予防接種と子どもの健康」は、生後２～３か
月ころにうかがう『こんにちは赤ちゃん訪問』でお届けします。

◆持参するもの
・母子健康手帳（忘れると接種できません）
・予診票 ・体温計 ・筆記用具

◆注意事項
・出生後にお渡しした｢予防接種と子どもの健康（小冊子）」を必
ず読んできてください。

・対象年齢、ほかの予防接種との間隔に注意してください。

４月14日B ４月18日F ４月21日B ４月25日F ４月28日B

中　条
吉　田

川　治
下　条

十日町
川　西
松　代
松之山

六　箇
水　沢
中　里

対象地区

会　　場
十日町保健センター（市役所本庁となり）

受付時間
午後２時～２時45分（２時30分接種開始）

対象年齢　生後３か月以上７歳６か月未満
実施日

●ポリオ予防接種（春期）を「集団接種」で実施します

【集団接種を受けるときの注意点】

●乳幼児・学童の定期予防接種

予防接種の種類 対　象　年　齢

ＢＣＧ

三種混合第１期

麻しん

風しん

二種混合第２期

第１期

第２期

生後６か月未満

生後３か月以上７歳６か月未満

１歳以上２歳未満

小学校就学の前年度（１年間）

11歳以上13歳未満

※事前の予約は必要ありません。
※お子さんの体調などにより対象地区の指定日以外でも接種は受けられますが、できるだけ指定日を守ってください。
※ポリオ予防接種後４週間はほかの予防接種は受けられません。BCG予防接種と接種時期が重なる場合は、BCG予防接種を先に受けましょう。

【個別接種を受けるときの注意点】
・事前に予約が必要です。個別接種協力医療機関に直接予約して接種を受けてください。
・対象年齢に達したら早めに接種を受けましょう。接種は通年実施しています。

※日本脳炎予防接種は、厚生労働省の通知により接種勧奨を控えています。
※平成20年度から、中学１年生と高校３年生に相当する年齢の人を対象に、麻しん風し
ん予防接種（第３・４期）を実施します。該当する人には、４月以降にお知らせします。

●次の予防接種は、医療機関で接種を受ける「個別接種」
で実施しています

▼
合
併
前
を
含
め
て
４
年
６
ヶ
月
、
広
報
広

聴
係
に
在
籍
し
ま
し
た
。

▼
広
報
な
ど
の
取
材
を
と
お
し
て
、
恐
ら
く

３
０
０
人
は
超
え
る
だ
ろ
う
た
く
さ
ん
の
人

と
の
出
逢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
過
去
の
記
事

を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
と
き
の
ひ
と
コ
マ

ひ
と
コ
マ
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
の
定
番
コ
ー
ナ
ー
の
取
材
で
は
、

か
わ
い
い
ア
イ
ド
ル
た
ち
か
ら
は
満
点
の
笑

顔
を
、
中
学
生
た
ち
か
ら
は
は
じ
け
ん
ば
か

り
の
元
気
パ
ワ
ー
を
、
青
年
た
ち
か
ら
は
数

十
年
前
の
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
振
り
返
る
時

間
を
も
ら
い
、
そ
れ
が
楽
し
み
で
も
あ
り
励

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
３
月
を
も
っ
て
広
報
広
聴
係
を
卒
業

し
ま
す
。
今
回
が
最
後
の
編
集
後
記
で
す
。

ど
ん
な
と
き
に
も
気
持
ち
よ
く
取
材
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、「
編
集
後
記
読
ん

で
る
よ
」
と
励
ま
し
て

く
れ
た
友
人
た
ち
へ
、

心
か
ら
〝
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
〞

▼
「
ま
ち
づ
く
り
は
命
が
け
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
待
っ
て
い
る
よ
り
自
分
た
ち

で
行
動
し
な
け
れ
ば
」…
。Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ

フ
ォ
ー
ラ
ム
公
開
講
座
で
の
講
師
の
話
（
Ｐ

２
・
３
）
を
聞
い
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
こ
う
し
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
実
践
に
基
づ
く
講
師

２
人
の
話
は
説
得
力
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

共
通
す
る
の
は
、「
だ
れ
か
」
で
は
な
く
「
自

分
か
ら
」
動
く
こ
と
。
結
果
と
し
て
「
み
ん

な
」
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
…
。

▼
市
内
に
も
規
模
の
大
小
・
分
野
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
自
ら
考
え
実
践
し
て
い
る
人
は

数
多
く
い
ま
す
。
取
材
を
と
お
し
て
そ
う
い

う
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
が
、
何
よ
り
の

報
酬
・
一
生
の
財
産
で
す
。
新
た
な
出
会
い

を
楽
し
み
に
、
筆
を

お
き
ま
す
。
３
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

（わ）

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

7日B・21日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

川西支所

吉田公民館

山谷集会所

羽根川荘

水沢公民館

平成園

中里支所

松代支所

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前９時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時30分

午前９時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～11時30分

※健康手帳のある人は持参してください。

10日E

18日F

８日C

25日F

21日B

28日B

中条病院 北原 757-3018

医療機関名期 日 住　所 電話番号

6日A

13日A

20日A

●休日救急医

29日_

27日A

津南病院 津南町 765-3161

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

たかき医院 土市５ 758-2361

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

松之山診療所 松之山 596-2240

山口医院 下条中央通り 755-2003

上村病院 田中 763-2111

会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日　

▽松代支所 ４日F ▽松之山支所　８日C

▽中里支所　18日F ▽川西支所 22日C

●心配ごと相談 問合せ 社会福祉協議会1750-5010

３月～４月は献血協力者の減少により輸血用血液が

不足します。血液を安定して届けるために献血にご協

力ください。きたまち献血ルーム（長岡市）は12月31

日・１月１日以外は午前９時30分～午後５時まで毎日

開設しています。

●問合せ＝新潟県赤十字血液センター長岡出張所

（1フリーダイヤル0120-056339）

（優）
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